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わが国の高齢化は未曾有の速さで進むが、できる限り
自立し生き生きとした生活を送るためには、住空間の
バリアや危険を取り除き、長きにわたって健康で安全
に暮らせる環境を整備する事が大切である。本研究で
は、生活の基本的な要件でありまた重要な行為である
「入浴」について取り上げ、高齢者及びその家族を含
む自立を支援する「入浴システム」＊のあり方につい
て研究した。 

*ここでは、浴室や浴槽のみならず入浴に関わるシステム全般を意図し「入浴システム」
と呼ぶこととした。 

背景・目的 

① 
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（1）入浴行為から要求される入浴システムの機能等各種要
因の整理 
「バリアフリー」「事故防止対策」「健康」や「快適性」
といった観点からのアンケート、要素技術、論文等の調査
から機能等各種要因の整理を行った。 

② 

技術開発の概要 
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浴室に関連するアンケート結果
（回答数：176）の一例としては、
住宅内で手すり設置が必要な場所
として「浴室」と「階段」が多く
選ばれており、また浴室において
重要だと思われていることに「清
掃性」や「安全性」などが選ばれ
ている。 

浴室に関連するアンケート結果 



（2）室内気候からみたヒートショック対策等の入浴システ
ムの機能評価 

③ 
 

技術開発の概要 
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ミストサウナ浴は浴槽浴と
比較して温まり感に違いの
無い事、動作実験から介護
しやすい浴室の広さやレイ
アウトについて把握し、ミ
ストサウナ及びシャワー浴
を中心とした新たな入浴シ
ステムを開発する妥当性を
得た。また、省エネ省資源
省スペースのため、被災地
向け技術に応用が可能。 

各入浴方法の温まり感の違い 入浴介助動作実験の様子 

ヒートショック対策技術として、ミストサウナ
に着目。若年期には快適性・利便性（衣類乾燥
機能等）を満たし、高齢期には介助の容易性も
提供するような、ライフスタイル・ライフステ
ージに沿った入浴システムを提案した。 



（3）手すりの設置位置等の入浴システムの安全性評価及び
データベース化 
「住宅性能表示」等に5種類の手すりが示されているが、そ
の位置については定性的な記述にとどまる。そこで実験か
ら具体的な位置を導きだした。 

④ 

技術開発の概要 
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浴室手すりの最適位置とその根拠 

浴槽での立ち座りの例 

●現行の基準「浴槽縁より水
平部上端まで100mm程度」では
なく「浴槽底から高さ700～
800mmの位置」とするべき。 



技術開発成果の先導性 

⑤ 
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技術開発の効率性 

例えば、サブテーマ2「室内気候からみたヒートショック対策等の入浴
システムの機能評価」では、「ミストサウナ及びシャワー浴を中心とし
た新たな入浴システム」を取り上げ、ヒートショック対策技術としての
ミストサウナのみならず、若年期には快適性（ミストサウナ）・利便性
（衣類乾燥機能等）を満たし、高齢期には介助の容易性も提供するよう
な、ライフスタイル・ライフステージに沿った新たな入浴システムの提
案を行った。 

大学、ハウスメーカー、手すりメーカー、ユニットバスメーカー、公的
機関など複数の主体が協働し研究を進め、また関連したWGも適切に設置
したため、本研究で得られたデータは広く共通のものとなった。これは、
ユニバーサルデザインを広めるために大変効率性が高く、得られた知見
から今後ガイドライン等を整備すれば、それらはメーカーを通じて実用
化され浴室関連の安全性の底上げとなる。 



実用化・市場化の状況 

⑥ 
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技術開発の完成度、目標達成度 

サブテーマ2「室内気候からみたヒートショック対策等の入浴システム
の機能評価」及びサブテーマ3「手すりの設置位置やエプロンのまたぎ
高さ等の入浴システムの安全性評価及びデータベース化」については、
それぞれ要素技術の評価の部分では完成しており、今後メーカー等の実
用化・市場化が十分期待できる。 

本課題は、「背景・目的」に示した研究の目的に対し3つの成果を目標
とした。これら成果は、人間工学的手法による定量的な評価法等の客観
的な方法を用いて、十分に目標が達成されたと考えている。 



技術開発に関する結果（成功点） 

⑦ 
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技術開発に関する結果（残された課題） 

本研究課題を実施するにあたり特徴的であった事は、建築研究所を中心
に、大学、ハウスメーカー、手すりメーカー、ユニットバスメーカーな
ど複数の主体が協働し研究を進めたことであり、今まで各メーカーでク
ローズドであった研究開発手法が共有化されたことや、基準に示された
寸法の根拠等を確認し共有することが出来たことが大きい。 

本研究では、ヒートショック対策と手すりに着目し主に研究を行ったが、
それ以外の安全性（例：床の滑りなど）については、行っていない。ま
た、今まであまり考えられていなかった子育て期の乳幼児の安全性につ
いても、研究を進めていく中で具体的な課題が見つかった。 



今後の見通し 

⑧ 

応募課題番号／ 25 

 本技術開発で得られた知見（動作データなど）を、学会発表や国総研
「建物事故予防ナレッジベース等」に反映させるなど、広く成果を公表
していくとともに、今後のニーズや必要性に応じて、浴室等の安全性・
評価手法の検討を行ってまいりたい。 


